
特定非営利活動法人日本都市計画家協会 北海道支部 

全国まちづくり会議 2008 北海道 準備会議 

 

 

日 時  2007 年 5 月 16 日（金） 

18 時 00 分～19 時 30 分 

会 場  北海道立道民活動センター 

（かでる 2.7） 5 階 510 会議室 

 

 

《議事次第》 

 

1） 開会挨拶（5分） 

NPO 日本都市計画家協会 小林英嗣副会長・北海道支部長 

～「全国まちづくり会議 2008 北海道の開催趣旨について」 

2） ミニ講演会 恵庭市長 中島興世氏（30 分） 

～「恵庭のまちづくりと全国まちづくり会議への期待」（仮題） 

3） 全国まちづくり会議 2008 北海道開催概要について 

NPO 日本都市計画家協会 高橋明男副支部長 

4） 開催内容等に関する意見交換 

  ・全体テーマ、分科会テーマについて 

  ・全体プログラム、タイムスケジュールについて 

  ・連携イベントについて（美しいまちづくり研究会の提案など） 

  ・アフターツアー等について（シーニック体験プログラムなど） 

  ・その他 

 

≪資料≫ 

資料１ 全国まちづくり会議 2008 北海道 準備会議出席者名簿 

資料２ 全国まちづくり会議 2008 北海道 開催企画案 

資料３ 全国まちづくり会議 2008 北海道 会場レイアウト案 

資料４ 全国まちづくり会議 2008 北海道 オプショナルツアー企画 

資料５ 全国まちづくり会議 2008 北海道 家協会研究会企画 



資料１ 

全国まちづくり会議2008北海道　準備会議　出席者名簿 

菅崎　栄 北海道開発局事業振興部都市住宅課 

塚田　秀和 北海道開発局事業振興部都市住宅課 

道 大篠　雅昭 北海道建設部都市計画課 

中島　興世 恵庭市長 

柴山　俊雄 恵庭市企画財政部都市計画課 

札

幌

市 
米田　智広 札幌市市民まちづくり局都市計画部都市計画課 

泉谷　清 恵庭市市民プラザ・アイル 

大津　晶 小樽商科大学 

かとう　けいこ 有限責任中間法人シーニックバイウェイ支援センター　事務局長 

神長　敬 株式会社キタバ・ランドスケープ・プランニング 

窪田　映子 株式会社キタバ・ランドスケープ・プランニング 

鈴木　宏一郎 北海道宝島旅行社 

荒　精一 荒精一技術士事務所（仮） 

大柳　幸彦 株式会社北海道上毛 

木本　晃 北海道総務部行政改革局　試験研究機関改革推進室 

桑田　雄平 株式会社ドーコン 

後藤　厚 株式会社ドーコン 

後藤　孝一朗 株式会社北海道日建設計 

小林　英嗣 北海道大学（家協会北海道支部　支部長） 

酒本　宏 株式会社グランドデザイン 

佐々木　幸枝 株式会社環境設計 

佐藤　敏雄 株式会社ドーコン（家協会北海道支部　幹事長） 

高橋　明男 日本データーサービス株式会社（家協会北海道支部　副支部長） 

田村　亨 室蘭工業大学（家協会北海道支部　副支部長） 

得能　裕明 

灘本　紀久 北海道ガス株式会社 

山重　明 株式会社ノーザンクロス（家協会北海道支部　事務局長） 

山本　謙一 アウラアソシエーツ都市建築設計 

矢野　ひろ 家協会北海道支部事務局 

氏　　名 所　　　属 
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2008.5.16NPO 日本都市計画家協会北海道支部 

全国まちづくり会議 2008 北海道準備会議 

資料２

全国まちづくり会議 2008 北海道 

開催企画案 

 

１．主催団体 

  主催：特定非営利活動法人日本都市計画家協会 

  後援：関係省庁、北海道、恵庭市、関係団体等  協賛：民間企業、民間団体等 

 

２．参加団体 

  全国及び道内のまちづくり団体（30～50 団体を予定） 

民間企業、行政機関、関係団体等 

 

３．開催日時 

  2008 年 10 月 4 日（土）13 時 00 分～10 月 5 日（日）16 時 30 分 

 

４．開催場所 

北海道恵庭市 恵庭ＲＢパークセンタービル（1F・3F） 

    住所：恵庭市恵み野北 3丁目 1番 1  TEL：0123-36-3113 

交通：JR 恵み野駅まで新千歳空港駅から 12 分・札幌駅から 25 分 

 

５．会場概要 

【１階】交流展示ギャラリー： フロント・見本市・企業展示 

   交流展示室    ： 参加団体パネル展示・テーマ別分科会 

【３階】視聴覚室・大研修室： 開会式・シンポジウム・総括フォーラム・閉会式 

   研修室（５室）  ： 交流サロン・フリーイベント・スタッフルーム 

 

６．タイムスケジュール 

【１日目】10 月 4 日（土） 

09:00～12:00 開場・受付開始 / 出展者設営開始 

13:00～13:50 オープニングセレモニー 

14:00～15:50 テーマ別分科会 Part.1 

    16:00～17:50 フリーセッション 

18:30～20:30 交流パーティ 

  【２日目】10 月 5 日（日） 

    10:00～12:00 テーマ別分科会 Part.2 

    13:00～14:50 シンポジウム 

    15:00～16:00 総括フォーラム 

    16:00～16:30 クロージングセレモニー 

    16:30～18:00 撤収作業 
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７．プログラム 

【１日目】 

①オープニングセレモニー 

  ・開会宣言  ：参加団体代表（最も遠くからの参加者、最多参加者など） 

  ・主催者挨拶 ： NPO 日本都市計画家協会 

  ・開催市挨拶 ： 恵庭市長 

  ・参加団体紹介： リレーコメント（30 秒アピール） 

・ガイダンス ： 事務局 

 

②見本市（1日目～2日目） 

  ・道内の参加地域の「売りもの」を展示販売： 北海道遺産・シーニックと連携 

  ・全国の参加地域の「売りもの」を展示販売： 参加団体から募集 

  ・参加者によるコンテストを実施： クロージングセレモニーで発表・表彰 

 

③企業展示（1日目～2日目） 

  ・協賛企業の活動展示： パネル、広報資料、映像資料等（パソコン持ち込み） 

  ・地域連携、産学連携、産消協同、環境活動、文化活動などのテーマを設定 

 

④テーマ別分科会（1日目～2日目） 

  ・まちづくり活動展示： パネル、広報資料、映像資料等（パソコン持ち込み） 

  ・まちづくり活動発表： 各団体の活動を紹介（１日目） 

  ・ディスカッション ： コーディネーターを中心にテーマを設定（２日目） 

  ・分科会のまとめ  ： コーディネーターを中心に提言等を取りまとめ 

 

⑤フリーセッション（1日目） 

  ・交流サロン  ： 参加者相互の自由な情報交換、交流の場（カフェスペース） 

  ・フリーイベント： 参加者の企画・発案によるミニフォーラム、交流イベント等 

  ・参加者からフリーイベントの企画・提案を事前に募集（特別の設備を要しないもの） 

  ・家協会の研究会によるセッション（各研究会から企画・提案を募集） 

 

⑥交流パーティ 

  ・会場： ＲＢパークセンタービル駐車場＋交流展示ギャラリー 

・概要： 屋台方式、サッポロビール協賛、テイクアウト 

・課題： 地産地消、地元との連携、無駄を出さない、エコ食器など 

 

⑦夜なべ談義など 

  ・1 日目の交流パーティ終了後の二次会、夜なべ談義等の場所確保が課題 

  ・地元の飲食店等の参加協力、恵庭ＲＢパークの宿泊施設の活用、その他 
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【２日目】 

⑧シンポジウム 

  ・形 式： 対談形式（伊藤滋氏 vs 進士五十八氏） 

  ・テーマ： 都市と森林のリンケージ（仮称） 

  ・コーディネーター： ○○○○氏 

  ※本部・企画運営ＴＦ担当 

 

⑨総括フォーラム 

  ・テーマ別分科会報告  ： 各分科会の提言等の報告（3分間スピーチ） 

  ・フリーセッション報告 ： 各セッションの内容等の報告（3分間スピーチ） 

  ・参加団体からのコメント： フリートーク（3分間スピーチ） 

  ・全まち２００８の総括 ： コーディネーター ○○○○氏 

 

⑩クロージングセレモニー 

  ・コンテストの発表・表彰： パネル展示コンテスト、見本市コンテスト 

  ・開催市挨拶： 恵庭市長 

  ・主催者挨拶： NPO 日本都市計画家協会 

  ・閉会宣言 ： 次回開催地（東京？） 

 

⑪アフターツアー 

  ・まちづくり観光ビジネス研究会が主体となり企画、広報、集客等を担当 

  ・道支部ではシーニックバイウェーのルートを中心に体験・交流ツアーを想定 

  ・シーニックバイウェー支援センター、北海道宝島旅行社に協力を要請済み 
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８．テーマ 

１）全体テーマ案 

  「地域力・エンパワーメント」 

 

２）分科会のテーマ設定等 

・当面「環境」「景観」「交流」「健康」「文化」・・・など大きなテーマで発信 

・参加団体の活動内容、テーマ等に応じて分科会のテーマ、構成等を設定 

・分科会のコーディネーターをあらかじめ定め、テーマ設定、運営等を担当 

 

３）家協会研究会の企画等 

  ①美しいまちづくり研究会 

    ～プレイベント（ガーデンアイランド視察ツアー）＋花緑団体の活動発表・交流 

  ②中心市街地活性化研究会 

    ～商店街診断評価プログラムのデモンストレーション 

  ③首都圏直下地震グランドデザイン研究会（広域ゼロメートル市街地研究会） 

    ～広域ゼロメートル市街地・2058 プラン展示 

  ④まちづくり観光ビジネス研究会 

    ～ポスターセッション、講演会、パネルディスカッション等 

  ※その他、複数の研究会で検討中 

 

以上 



 
資料３

（仮）全国まちづくり会議 北海道 レイアウト案 

 2008.10.4～5 恵庭リサーチビジネスパーク 

大研修室・視聴覚室 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、交流会、閉会式 

 

交流会等 
研修室 S304 
研修室 S305、303
 

役員等控室 

交流展示ギャラリー 

受付・開会式・ 

交流セッション等

交流展示室 

屋台村（パネル展示）

交流展示室 

交流会 



（仮）全国まちづくり会議 北海道 

 
パネル 1ユニットのレイアウト案 
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関係各位 

全国まちづくり会議 企画運営担当 野口浩平 

 

全まちオプショナルツアー企画について 

 

全まちも３回目を迎え、ついに北海道という地方開催を行うことになりました。 

全国津々浦々のまちづくりを支援するという全まちの理念から見ても、この北海道開催は大変意

義深いものがあります。 

そこで、地方開催の困難さはあるものの、逆にそれを活かすことによって、理念の実現を図りた

いと考え、オプショナルツアープロジェクトを企画いたしました。 

道内のまちについて、大変造詣の深い皆様方にご協力たまわれれば幸いに存じます。 

 

コンセプト 

１、 地方開催の魅力向上 

日本列島の北の端である北海道での開催は、その距離が参加意識を大きく減退させる恐れが

あります。しかし、全まちに参加するだけではなく、旅としての魅力が付加されることによ

り、参加への動機付けは大きくふくらみます。しかも、その旅行が単なる旅行会社のツアー

ではなく、まちづくり人が案内する、住んでいる人だから知っている北海道であれば、その

魅力はいっそう大きなものとなるに違いありません。 

 

２、 北海道まちづくり団体の参加意識向上 

オプショナルツアープロジェクトは、訪ねたい人と招きたい人をつなげるプロジェクトでも

あります。まちに人を呼び込みたいと考える方々は、会場に来てまちの魅力を PR するチャ

ンスです。今回のツアーは予約制にせざるを得ませんが、多くのまちづくり団体に交流を呼

びかけることが出来ます。 

 

３、 まちづくり団体の交流の実現 

今回のオプショナルツアーに参加する方は、基本的に全まち参加者です。つまり、どこかの

まちのまちづくり団体やその関係者の方々です。観光としての旅の楽しさも然ることながら、

他のツアーでは絶対に味わうことの出来ない、まちづくりの現場を見ることが出来ます。そ

れぞれのまちが抱える問題や、活動の楽しさを語り合いながら過ごす旅は、又格別の魅力が

あるのではないでしょうか？ 

 

資料４



ツアー企画（例） 

 

人数：１５名～２０名くらい 

日程：１０月６日（日帰り） 

   １０月６日から１０月７日（一泊二日） 

行程：札幌発（９：００AM 頃） 

      移動：バス 

   昼食：地元特産を使用した料理 

目的地：現地の方々と交流（情報交換会、懇親会） 

宿泊：そのまちらしさのある宿（一泊二日の場合） 

観光：そのまちならではの魅力の紹介 

移動：バス OR レール 

空港着：解散 

 

＊上記は、あくまで素人のイメージにすぎません。 

１、 ツアーの内容はおまかせいたします。良いと思われるコースを教えてください。 

２、 ２コース（一泊 OR 二泊）くらいご紹介頂けると助かります。 

３、 集客はこちらで行います。最低催行人数と、集客期限を教えてください。 

４、 エアーはこちらで手配いたします。他にこちらで手配した方が良いことがあればお報せ

ください。 

 

以上、お忙しいところ恐縮ですがよろしくお願いいたします。 














